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〔2〕研究概要・成果 

水害被害を受けた浸水建物を対象に，現実的かつ効率的な復旧手順を立案して，実際の被災住宅で検
証することで減災を目的にする。実際の被災建物を対象に技術支援し，同時にデータ収集を行った。
また後日，比較対象の住宅の情報を集め，立案した浸水対策の有効性確認と改善点の抽出を行った。
調査対象は令和元年東日本台風で被害を受けた長野県長野市，令和 2年 7月豪雨の熊本県相良村，令
和 3年春の千葉県市川市の住宅である。 
長野県の床上浸水した建物では，室内壁の部分解体，床下乾燥を行った。室内壁は石膏ボード表面

とクロス，土壁などで真菌類が増殖しやすいことから，速やかに部分解体，清掃を行った。また床は
解体せず，床下空間は清掃を省略した。その代わりに工業用ファンを床下に設置し，室内から床下，
床下空間の攪拌，床下から屋外に排気する換気経路をつくり，迅速に乾燥できた。含水率や浮遊真菌
の観点から，有効性が確認できた。 
熊本県の床上浸水した建物では，作業工程を分析した。立案した手法は，床と床下空間を工業用フ

ァン設置だけで簡略化し，カビによる生物汚染が拡大する前に室内空間の清掃消毒に取り組むことが
でき，現実的かつ有効な作業手順であることが確認された。また従来の床解体や床下清掃は作業量が
非常に大きく，最初の段階で着手すると室内空間の壁解体が遅れ，室内空間で生物汚染が生じる危険
性が確認された。また初期段階で床解体を行うと自宅避難の選択肢がなくなる。当初は仮設住宅が開
設されていないことから，災害に対して脆弱な体制になることが懸念される。 
千葉県の床下浸水した建物では，床下空間の清掃を省略し，乾燥を優先する手法を施行した。工業

用ファンにより，室内から床下，床下空間内を攪拌，そして床下から屋外に排気する換気経路を形成
した。工業用ファンを床下に設置するだけで，床下空間は約 3回/hの換気回数が得られた。また床下
空間の浮遊真菌濃度を低く抑えられ，床下空間の乾燥優先の有効性が示唆された。 
 上記の現場研究から，浸水した壁の部分解体は，室内空気質の観点から最重要の作業であることが
確認された。壁解体作業は，石膏ボード仕上げの一般的な壁体であれば非建築技術者でも可能な作業
である。被災後に早急に作業に着手することが望ましく，住民主体の作業になる。そこで壁解体の手
順をイラストにして，理解しやすい作業を作成し，公開シンポジウムを 2021 年度に 3回開催するこ
とで発信した。 
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